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祖父と先代が昭和33年に創業しました。 当時は生協で出すような物やたち吉などのOEM 一般和食器が

多く、 織部はほんの一部でした。

私が26年前に家業に入り、 数年してからこれからは窯元としての特長を出していかなくてはいけないと

思い、 特化した物づくりを考えたときに織部を選びました。 今では、 織部の商品が90％になります。

織部を遺択したのは、 伝統工芸品の赤津焼の釉薬で付加価値があり、 その分手問はかかりますが特化した

商品としては最適だと考えました。 ピンホ ールが出たり、 流れたりしますので技術が必要となり、 原材料も

掘る場所によって土の成分も変わり焼き上がりが違ったり、 焼いた後も渋抜きの作業もあり手問がかかり

ますが、 やり甲斐のある商品づくりだと考えています。

当社の織部は、 昔の柄を大切にし現代風にデザインしアレンジした織部を特長としています。 昔の風合い

を生かしながらバラや織部にピンクの絵の具を使うなど斬新なデザインを施したり、 江戸時代の手ぬぐい

の柄を織部柄にしてみたりと今の時代にあった織部を提案しています。 マンションの臼い部屋の臼いテー ブ

ルに合わせるにはどうしたらいいかと考えたのが織部モダンシリ ーズの始まりです。

東京ドー ムでのイベントに瀬戸織部として十数年前から出品しています。 各出品数には規定があり数に

限りがありますが、 当社か

ら卸している業者さんも出品

され る の で 、 当社の織 部

商品が1/3ほど占める時も

あります。 当社の織部は普

段使いの織部の器では人気

があります。
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織部新椿 現代織部
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